
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年（令和２年）４月発行  第７９号 

【令和２年第１回立川市議会定例会】 

令和 2 年度（2020 年度）が始まり

ました。皆さま、いかがお過ごしで

しょうか。 

日本で世界で、世の中が大激動し

ています。いつの時代にあっても、

人類には様々な試練が立ち塞がって

くるということなのでしょうか。 

「何も咲かない寒い日は下へ下へ

と根を伸ばせ。やがて大きな花が咲

く」 日本女子陸上界初のオリンピ

ック金メダリスト高橋尚子氏が常に

語っていた言葉で、私の好きな言葉

の一つです。春にならない冬はあり

ません。今、世界中が総力を挙げて

立ち向かっているものと思います。

力を合わせて、みんなで乗り切りま

しょう。皆様のご指導・ご鞭撻を、

今後とも宜しくお願い申し上げま

す。 

令和 2年第 1回定例会が 2月 19日から

3 月 18 日までの会期で開催されました。

初日に市長から令和 2年度予算について、

財政状況、新たに行う施策などの説明が

ありました。一般会計の予算額は 792億 9

千万円で、前年度比で 5%増となりました。

競輪事業などの 5 つの特別会計を含めた

予算総額は、1,321億 4千万円になります。

なお令和 2 年度から、これまで特別会計

だった下水道事業が公営企業会計へ移行

されます。私は 2 月 26 日の本会議で会

派を代表して、清水市長の予算説明に対

し代表質問を行いました。 

今回の定例会は、市の新型コロナウィ

ルス感染症対策が本格化したことを受

け、議会としても全面的に協力すること

で各会派が一致し、一般質問は 2 日目以

降、取り下げとなりました。また、各常

任委員会、予算特別委員会も縮小して行

われました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆主張  令和 2 年度予算において、”多様な主体との連携”を重視するとのことだが、

「立川市多文化共生都市宣言」を行って以降、3 年が経過するが、外国人

市民との共生をさらに充実していくべき 

 

＜答弁＞ 「やさしい日本語」をテーマとする講演会の開催や、外国人市民への情報

発信についての課題等から学び、互いの文化を尊重しあうまちづくりを進

める（市長） 

★多様な主体との連携について 

★障がいや重度の病気のある人の兄弟姉妹の支援について 

◆主張  家族の中で必然的に大きな役割等を担い、その立場ゆえの様々なことがあ

り、大きな影響を受ける“きょうだい”、“きょうだい児”支援を充実すべき 

 

＜答弁＞ 心身障がい児通園施設であるドリーム学園において、”きょうだいプログラ

ム”を実施している。また、家族会等の紹介を行っている。（福祉保健部長） 

 

★避難所運営連絡会の支援について 

◆主張  市内 12 地区の避難所運営連絡会の活動を支援すべき、

また、市全体での連絡会を開催すべき 

 

＜答弁＞ 先進的な取組みを行っている組織もある。相互の取組な

どを共有する場の検討を進める。（市民生活部長） 

★学校 ICT 環境の整備について 

◆主張  文科省が GIGA スクール構想（児童・生徒に、1 人 1

台の学習者用 PC やクラウド活用を前提とした高速ネ

ットワーク環境等の整備）の実現を目指している。市

としても推進していくべき 

 

＜答弁＞ 現在、児童・生徒 3 人に 1 台端末の整備を目指し、財

政措置をしている。また、校内通信ネットワークの増

強に億単位の費用が必要なことから、今後、方向性に

ついて検討する。（教育長） 

★東京都自転車の安全で適正な利用促進に関する条例改正について 

◆主張  自転車利用者の自転車保険（自転車損害賠償保障等）への加入が義務化す

る。周知啓発を図るとともに、低所得者等への支援を行うべき 

 

＜答弁＞ 市ホームページ、市広報等で周知を行っているが、引き続き国や東京都の

法制度等の動向を注視して取り組んでいく。（まちづくり部長） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て支援として、季節性インフルエンザの発

病・重症化予防のため、予防接種に対し助成が

行われます。立川市医師会の受託医療機関で、

生後 6か月～小学校 6 年生が対象、1回あたり

1,500 円になります。公明党として強く推進し

てきたものです。 

準備工事、設計業務、建設に向け

た各種手続きが進められ、本年 7

月に本体工事に着手し、令和 4 年

度の稼働を目指します。令和 24年

度までの運営委託等を含めた総事

業費は、約 185億円になります。 

立川市が管理する街路灯は約 12,000 基、園内灯は約

1,100 基あります。これまで徐々に LED 化されてきま

したが、本年 7 月を目途に一気に改修されます。公明

党は、市内の街路灯等の LED 化について、市民の方々

と署名活動をする等、積極的に推進してきました。 

”立川の今を知る”と題して、3 学期に第四中学校よ

り、3 年生の「総合的な学習の時間」での講師の依頼

を受け、私を含め 4名の議員で、特別授業（1月 21日）

をさせて頂きました。市行政の意義、財政状況、抱え

る課題など精一杯、話しをしました。初めての経験で、

生徒らに何処まで理解されたか少し不安ですが、主権

者教育の一環に協力できたと思います。 

 

 

 

これまで年度末等において、電話受付がつながりにくい等の課

題がありましたが、インターネットを通じて、いつでもどこで

も粗大ごみ収集の予約が可能になります。 

※令和 2年中に受付開始が予定されています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「高口やすひこ」まで何でもお気軽にご相談下さい！ 

◆市議会議員 議会改革特別委員会副委員長 環境建設委員会委員 

高口やすひこ励ます会 発行 
 

 

《公明党無料法律相談》 

・毎週水曜日（第５週を除く）14 時から 

・立川市錦町 1-4-4 立川ｻﾆｰﾊｲﾂ 301 

＊予約制です。詳細は高口やすひこまで 

 

近年の猛暑対策と、災害時の避難所にもなる小・中学校体育館

への空調機（据置型・電気、リース方式）設置が進んでいます。

既に中学校体育館への設置は完了しており、今夏に間に合うよ

うに小学校体育館への設置が進められています。私は平成 30

年の第 4回定例会において、空調機の設置を強く求めていたも

のです。 

facebook twitter LINE Ameba 

産後疲れや育児不安の解消、レスパイト利用な

どのため、市内産科医療機関の協力で、産婦と

乳児の宿泊・デイケアサービスが実施されま

す。助産師や医師等の専門家から、ケアや育児

の相談等を受けられ、心身の休息をとることが

できるものです。また、妊婦サポート面接を受

けた方には、育児に役立つグッズを選べる「育

児パッケージ」が贈呈されます。公明党が強く

推進してきたものです。 


